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協
会
活
動
状
況

●
昭
和
三
十
九
年
十

二
月

一
日

(
火
)

発
起
人
会
お
よ
び
設
立
総
会

午
後
三
時
よ
り
北
海
道
大
学
ク
ラ
ー
ク
会
館

特
別
食
堂
に
お
い
て
発
起
人
会
を
開
催
。
大
野

精
七
博
士
司
会
、
井
手
貴
夫

氏
よ
り
今

日
ま
で

の
経
過
報
告
。
引
き

つ
づ

き
設
立
総
会

に
は
い
り
、

今

井
道
雄
氏
を
議
長
と
し

会
則
案

の
審
議
、

こ
れ
を

決
定
、
会
則
案

に
よ

つ
て

理
事
を
選
出
決
定

つ
い
で

別
室

に
お
い
て
第

一
回
理

事
会
を
開
催
、
会
長
、
副

会
長
、
常
任
理
事
、
理
事

長
を
後
記

の
如
く
決
定
、

会

長
あ

い
さ

つ
の
あ
と
活

発
な
意
見
交
換
が
あ

つ
て

五
時
す
ぎ
散
会
し
た
。

な
お
理
事
、
常
任
理
事

に
つ
い
て
、
な
お
若
干
名

の
補
足

の
あ
る
旨
、
会

長

よ
り
会
員
総
会

の
諒
承
を

求

め
、
承
認
さ
れ
た
。

名
誉
会
長

会

長

副

会

長

理

事

長

常
任
理
事

徳

一
、

春
雄
、

延
清
、

監理

町
村
金
五

東
条
猛
猪

今
井
道
雄

犬
飼
哲
夫

井
手
責
夫

石
川
俊
夫
、

子
幡
弘
之
、

事

春

日
俊
夫
、
佐
方
快
之
、
寿
原

九
郎事

阿
部
謙
夫
、
安
藤
孝
俊
、
伊
藤

秀

五
郎
、
伊
藤
義
郎
、
岩
倉
春
次
、
大

野
精
七
、
岡
松
成
太
郎
、
萩
原
吉
太
郎

小
幡
進
、
籠

山
京
、
窪
田
俊
彦
、
紅
林

晃
、
小
関
隆
襖
、
今
田
敬

一
、

佐
藤
貢

佐
山
励

一
、
島
倉
享
次
郎
、
島
本
融
、

杉
野
目
晴
貞
、
地
崎
宇

三
郎
、
道
家
斉

当

日

の
出

席
者

は
三

十

五
名

、

つ
ぎ

の
と

お

り

で
あ

る
。

秋

山
、

東

晃
、

石

川

、

井
手

、

伊
藤

(
秀

)、

犬

飼
、

今

井
、

大

野

、

岡

田
(
正

)、

小

幡
、

籠

山
、

春

日
、

金

光

、

櫛

田
、

窪

田
、

子

幡

(代

理
)
、小

林
、

今

田
、

斎
藤

(
春

)
、

佐

々
、
島

倉

高
橋

、

東

条
、

楡

金
、

林

、

伏

見

(
代

理

可
知

邦

成

)
、
星

、
真

弓

、
宮

脇

、
村

井

、
山

田
(秀

)
、

山

田
(
幸

)、

渡

辺

。

北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
報

の
発
行

に
際

し
て

井

手

責

夫

本
協
会

は
昭
和
三
十
九
年
十

二
月

一
日
、
発
起
人
会
お
よ
び
設
立
総
会
を
開
催
発
足
以

来
す
で
に
理
事
会

を
七
回
、
常
任
理
事
会
を

一
回
開
催
し
、
協
会

の
運
営
そ

の
他
を
議
す

る
と
と
も

に
創
成
川
駐
車
場
、
大
雪
山
の
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
敷
設
、
豊
平
峡
ダ

ム
建
設
な
ど

の
諸
問
題

に
つ
き
意
見
書
提
出
、
ま
た
は
勧
告
な
ど
を
お

こ
な
つ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

理
事
会

の
議
事

に
つ
い
て
は
そ

の
都
度
各
理
事

に
報
告
書
を
提
出
し
て
ま

い
り
ま
し
た

が
、

一
般
会
員

に
そ
の
運
営
活
動
を
報
告
す
る
機
会
が
な
く
、
ま
た
会
員
各
位
の
意
見
を

反
映
す
る
機
会
も
容
易

に
得
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
随
時

(
三
ヵ
月
ま
た
は
四
ヵ
月
に

一
回
く
ら
い
の
割
、
報
告
事
項

の
多

い
ば
あ
い
は
適
時
)
本
通
信
を
発
行
し
て
、
当
協
会

の
活
動
状

況
を
ご
報
告
す
る
と
と
も

に
、
会
員
各
位

の
ご
意
見
な
ど
も
掲
載
、
会
員
相
互

の
連
絡
を
密
接

に
致
し
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
ご
意
見
ご
希
望
な
ど
を
当
協
会

あ
て
お
送

り
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

な
お
、
年

一
回
、
会
報
と
し
て
自
然
保
護

に
関
す

る
論
説
、
解
説
、
紀
行
な
ど
を
編
集

し
て
お
手
元
に
お
と
ど
け
す
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
理
事
会
は
、

緊
急

ま
た
は
特
別

の
こ
と
の
な

い
か
ぎ
り

一
ヵ
月
ま
た
は
二
ヵ
月
に

一
回
は
植
物
園
事
務

所

に
て
開
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

(理
事
長
)

金
光
正
次
、
櫛

田

小
林
庸
秀
、
斎
藤

高
倉
新

一
郎
、
高
瀬
正
、
高
橋

田
川
隆
、
西
野
陸
夫
、
宮
脇
恒

渡
辺
千
尚

(理
事
と
も
十
四
名
)

次
、
楡
金
幸
三
、
早
川
昇
、
林
常
夫
、

広
瀬
経

一
、
藤
島
克
己
、
伏
見
茂
雄
、

町
田
叡
光
、
真
弓
政
久
、
山
田
秀
三
、

山
田
幸
男

(
以
上
三
十

一
名
)

以
上
記
載

の
理
事
、

常
任
理
事

に
は
後

に
補

足
さ
れ
た
理
事
を
ふ
く
む
。

大
雪
山

の
ケ
ー
ブ

ル
計
画
、

ル
計
画
、
観
光
施
設

の
整
理
統
合
、

公
園
内
の
雑
音

の
取
締
り
、

別
湖
、
豊
平
峡
ダ

ム
、

勧
告
。
機
関
紙
発
行

の
件
、

題
な
ど
を
順
次
と
り
上
げ

る
こ
と
と
す

る
。

●
十
二
月
七
日

(月
)

第
二
回
理
事
会

ク
ラ
ー
ク
会
館
特
別
食

堂
会
議
室

に
て
十
二
時

よ

り

一
時
半

ま
で
。

出
席
者

(
順
不
同
)
ー

東
条
、
今
井
、
犬
飼
、
石

川
、
伊
藤
(
秀
)、
井
手
、

林
、
楡
金
、
大
野
、
金
光

春
日
、
高
倉
、
高
橋
、
子

幡
、
斎
藤
(春
)
、
宮
脇
、

西
野
、
小
幡
。

ー
議
事
ー

一
、
予
算
案
審
議
。
事

業
費
、
印
刷
費
、
そ
の
予
算

に
つ
い
て
は
依
托
費
そ

の

他

の
状

況
を
み
て
改

め
て

審
議
す

る
こ
と
に
し
た
。

二
、
趣
意
書
。
会
則
、

入
会
届
な
ど

の
印
刷
。

三
、
重
要
事
項
と
し
て

新
聞
、
ラ
ジ
オ
と

の
連
絡
。

有
珠
岳

の
ケ
ー
プ

自
然
保
護

知
床

の
実
状
、
然

そ
の
他

に
つ
い
て
調
査

創
成
川
の
埋
立
間

1O



●
十
二
月
八
日

(
火
)

東
条
会
長
、
今
井
、
犬
飼
副
会
長
、
井
手
、

小
林

理
事
五
名
、
午
前
十

一
時
四
十
分
知
事
室

に
知
事
を
た
ず
ね
、
改

め
て
名
誉
会
長
を
お
ね

が
い
し
、
ま
た
林
務
部

よ
り
提
出

の
調
査
費
用

に
つ
い
て
配
慮
を
お
ね
が

い
す

る
。
そ
の
あ
と

三
枝
副
知
事

に
あ

い
さ

つ
。

な
お
、
事
務
局
を
植
物
園

・
辻
井
主
任

の
も

と

に
お
く
。

●
十

二
月
十

日

(
木
)
緊
急
常
任
理
事
会

午
後
四
時
よ
り
植
物
園

に
犬
飼
副
会
長
、
宮

脇
、
子
幡
、
金
光
、
石
川
、
渡
辺
、
斎
藤
(
春
)

小
林
、
春

日
、
井
手
、
以
上
十
名
出
席
。
道
庁

よ
り
協
会

に
委
託
調
査

の
項
目

に
つ
い
て
相
談

あ
り
、
自
然
公
園
内

の
保
護
状
態

の
視
察
と
保

護
対
策
を
目
的
と
す
る

こ
と
と
す
る
。

な
お
、
土
木
部
都
市
計
画
課
か
ら
、
創
成
川

の
緑
地
帯

の

一
部
を
パ
ー
キ
ソ
グ

.
プ

レ
イ

ス

に
し
た

い
と
い
う
札
幌
市

の
申
請

の
可
否
に

つ

い
て
諮
問
が
あ
り
、
市

の
長
期
根
本
計
画
に
よ

る
と

い
う
立
場
か
ら
で
な
く
、

一
時
的
な
案
と

し
て
は
反
対
を
表
明
す
る

こ
と

に
決
定
。

●
十

二
月

二
十

四
日

(木
)
第
三
回
理
事
会

植
物
園

に
て
正
午

よ
り
。
今
井
、

石
川
、
伊

藤
(秀
)
、
東
条
、
井
手
、
大
野
、
金
光
、
田
川

窪
田
、
山
田
秀

三
(
代
)
、
子
幡
、
斎
藤
(
春
)、

佐
藤
貢
(
代
)、
島
倉

(順
不
同
)
十

四
名
出
席

ー
議

事
ー

一
、
理
事
、
常
任

理
事

の
補
充
ー

こ
の
結
果

(
十

二
月

一
日
の
項

に
記
述

の
と
お
り
と
な
る
)

二
、
委
託
調
査
費
ー
斎
藤
春
雄
理
事
よ
り
説

明
、
自
然
公
園
保
護
計
画
の
適
否
、
自
然
公
園

内

の
集
団
施
設
、
単
独
施
設
周
辺

の
保
護
利
用

自
然
公
園

の
配
置

の
適
正
さ
、
以
上
三
点

に
つ

き

三
力
年
計
画
で
北
海
道
東
、
中
央
部
、
西
部

に
分
け
て
調
査
を
委
託

し
た

い
。

そ
の
費
用
百

万
円
を
計
上
す
る

こ
と
と
す
る
。

三
、
組
織
案

の
検
討
ー
各
種
部
会

を
設
け
よ

う
と

い
う
案
が
出
さ
れ
た
が
、
結
局
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
部
会

を
設
け
、
そ

こ
で
の
調
査
結

果
を
理
事
会

で
検
討
す
る

こ
と
と
な
る
。

四
、
創
成
川
問
題

は
、
市
側

の
意
見
を
聞
く

必
要
あ
り
。

五
、
知
床
、
大
雪

の
施
設

に
つ
い
て
関
係
当

局

の
意
見
を
聞
く

こ
と
。

六
、
北
海
ア
ル
プ

ス
の
名
は
好
ま
し
く
な
い

の
で
、

こ
れ
に

つ
い
て
対
策
を
講
ず

る
。

●
昭
和
四
十
年

一
月
十

一
日

(
月
)

第
四
回
理
事
会

植
物
園

に
て
正
午

よ
り
。

出
席
者

ー

佐

藤

(
代
)
、
小
関
、
山
田
(
秀
)
(代
)
、
籠
山
、
石
川

山
田
(幸
)
、
道
家
、
宮
脇
、
櫛
田
、
金
光
、
紅

林
、
渡
辺
、
東
条
、
井
手
、
武
田

(
土
木
部
長

代
)
、斎
藤
(春
)
、
藤
島
、
楡
金
、
橋
本
誠
二
、

島
倉
、
伏
見
(
可
知
代
)
、
犬
飼
、
以
上

二
十
二

名
、

ほ
か

に
林
務
部
側
か
ら
説
明
者

・
赤
島
公

園
係
長
ほ
か

一
名
。

ー
議
事
ー

一
、
明
道
、
太
田
実
両
理
事
を
承
認
。

二
、
道
庁
側
よ
り
、
大
雪
山
層
雲
峡

よ
り
黒

岳

へ
、

お
よ
び

ユ
コ
マ
ン
ベ
ツ
か
ら
姿
見
池

へ

の
ケ
ー
ブ

ル
施
設
計
画
に

つ
い
て
の
説
明
あ
り

右
に
つ
い
て
は
道
庁
側
よ
り
厚
生
省

に
対
し

て
す
で
に
許
可
申
請
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で

こ
の
問
題
に
対
す
る
協
会
と
し
て
の
意
見
を
ま

と
め
る
こ
と
と
な
り
、
別
文
(
三
ペ
ー
ジ
掲
載
)

の
意
見
書
を
厚
生
大
臣
、
国
立
公
園
審
議
会
、

北
海
道
知
事
あ

て
に
提
出

し
た
。

●
二
月
五
日

(
金
)
第
五
回
理
事
会

植
物
園
に
て
正
午
開
会
。

出
席
者

ー

山

田

(
秀
)
、
子
幡
、

櫛
田
、

道
家
、

東
条
、

高
瀬

(
代
)
、
窪

田
、
佐
藤
、
大
野
、
高
橋
、
籠
山
、

斎
藤
(春
)
、
楡
金
、
広
瀬
(代
)
、
明
道
、
犬
飼

春
日
、
久
須
美
、
井
手
、
曽
賀
部
(北
電
)
、
秋

山
、
島
倉
、
以
上
二
十

二
名
、
市
水
道
局
長

・

黒
地
氏
、
豊
平
峡
ダ

ム
の
説
明

の
た
め
出
席

。

ー
報
告
i

一
、
大
雪
山
ケ
ー
ブ

ル
施
設
に
関
す

る
意

見

書
提
出
。

二
、
賛
助
会
員
、
個
人
会
員
に
関
す
る
件
ー

各
理
事
は
種

々
の
立
場
は
あ
る
と
し
て
も
、
会

社
ま
た
は
団
体
と
し
て
の
加
入
は
別
と
し
て
、

各
人

一
人

二
口
金

一
千
円
を
標
準
と
す
る
。

三
、
会
報
原
稿
募
集

の
件
ー
会
報
委
員
、
犬

飼
、
井
手
、
石
川
、
斎
藤
、
高
橋
、
楡
金
。

四
、
自
然
保
護
思
想
普
及
の
た
め
教
育
的
具

体
案
作
成
委
員
、

犬
飼
、
井
手
、
石
川
、
伊
藤

(
秀
)、
大
谷
。

五
、
国
際
連
合
加
入
は
財
政
的
基
礎
確
立
後

に
す

る
。
な
お

一
、

に
つ
い
て
は
、
近
く
知
事

よ
り
回
答
あ

る
旨
斎
藤
理
事

よ
り
説
明
あ
り
。

つ
い
で
議
事

に
は

い
り
、
豊
平
峡
ダ

ム
に
つ

い
て
黒
地
水
道
局
長
よ
り
説
明
あ
り
、
ま
た
子

ノ

幡
理
事
よ
り
も
営
林
局

側
の
説
明
あ
り
、
雪
ど

け
を
待

つ
て

一
同
視
察

の
う
え
結
論
を
出
す

こ

と
と
な
る
。

●
二
月
八

日

(
月
)

知
事

よ
り
、
大
雪
山
意
見
書

に
対
す
る
回
答

(
別
文
!
四

ぺ
ー
ジ
掲
載
)

●
二
月
十
五
日

(
月
)

新
生
活
運
動
の

一
環
と
し
て
、

〃
都
市
周
辺

自
然
保
護
対
策
部
会
"
が
発
足
、
当
協
会

か
ら

井
手
理
事
長
が
委
員
と
し
て
出
席
。
道
自
治
会

館

に
て
、
午
後

一
時
半
よ
り
四
時
。

●
二
月
十
九

日

(
金
)

三
愛
ホ
テ
ル
の
全
道
市
長
会

二
お
い
て
、
井

手
理
事
長
よ
り
当
協
会

の
活
動
状
況
を
報
告
、

協
力
を
求
め
る

、

●
二
月

二
十
四
日

(
水
)
都
市
の
自

然
美
を

守

る
道
民
の
会

午
前
十
時
よ
り
十

六
時
、
社
会
福
祉
会
館

ホ

ー
ル
に
て
。
井
手
理
事
長
出
席
。

●
三
月

一
日

(
火
)
第
六
回
理
事
会

植
物
園

に
て
正
午
よ
り
。
出
席
者
ー
石
川
、

伊
藤
義
郎
、
櫛

田
、
子
幡
、
大
野
、
東
条
、
山

岡
(
工
学
部
教
授
)
、
中
村
松
寿
(
雪
印
)
、
天
野

(
開
発
局
農
業
水
産
部
長
)
、
今
井
、
高
瀬
、
小

林
、
堤
(
林
務
部
)
、
明
道
、
萩
原
(代
)
、
田
川

島
倉
、
籠

山
、
山
田
、
大
谷
、
井
手
、
以
上
二

十

一
名
、
ほ
か
に
開
発
局

か
ら
説
明
役

二
名
。

ー
報
告
ー

一
、
自
然
保
護
対
策
調
査
費
と
し
て
、
知
事

査
定

に
よ
り
百
万
円
決
定
。
な
お
道
議
会

の
承

認
を
要
す
る
。

二
、
市
長
会

の
報
告
。

三
、
大
雪
山
の

#
ー
プ
ウ

エ
イ

に
関
す
る
意

見
書
に
対
す
る
知
事
回
答
報
告
。

四
、
都
市
周
辺
自
然
保
護
委
員
会
報
告
。

五
、
開
発
局
側
よ
り
豊
平
峡
ダ

ム
に
つ
い
て

説
明
あ
り
。

な
お
、
開
発
局
側
の
要
請

に
よ
り
来
た
る
三

月
十
三
日
、
有
志
が
視
察
を
し
、

そ
の
結
果
理

事
会

に
報
告
す
る

こ
と
と
な
る
。
今
日

の
理
事

会

は
開
発
局
側

の
要
請

に
よ

つ
て
開
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。

●
三
月
十
三
日

(
土
)
豊
平
峡
視
察
。

午
前
九
時
、
拓
銀
本
店
集
合
。
参
加
者
ー
東

条
、
山
田
、
大
谷
、
籠
山
、
倉
島
、
石
川
、
秋

山
、
井
手
、
定
山
漢
営
林
署
に
て
営
林
局

・
松

岡
経
営
部
長
、

工
藤
署
長
、
そ
れ

に
開
発
局

・

古
明
地
技
官
と
落
合

い
、
車

に
て
豊
平
峡
入
口

ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
は
営
林
署
で
用
意

の
馬

ソ
リ
に
て

ヒ
ユ
ツ
テ
ま
で
往
復
、
工
事
予
定
地

を
視
察
、
定
山
漢

に
お
い
て
昼
食
解
散
す
。

●
三
月
三
十

一
日

(
水
)
第
七
回
理
事
会
。

正
午
よ
り
植
物
園
に
て
開
催
。
出
席
者
ー
東

条
、

田
川
、
広
瀬
、
明
道
、
犬
飼
、
高
橋
、
子

幡
、
石
川
、
島
倉
、
楡
金
、
小
林
、
萩

原
(
代
)

■2●



小
幡
、
窪

田
、
高
瀬
(
代
)、
籠
山
、
井
手
、
以

上
十
七
名
、

ほ
か
に
林
務
部
よ
り
赤
島
公
園
係

長
、
開
発
局
側
か
ら
古
明
地
技
官
出
席
。

i
議
題
i

会
員

通
信
発
行
の
件
承
認

の
後
、
豊
平
峡
ダ

ム
建
設
に
つ
い
て
の
討
論
に
は
い
り
、
種

々
論

議

の
結
果
、
問
題
点
が
な
お
多

い
の
で
、
専
門

委
員
会
を
設
け
て
種

々
の
角
度
か
ら
討
議
検
討

す
る
こ
と

に
な
り
、
営
林
局
長
、
林
務
部
長
、

水
道
局
長
、
北
電
、
開
発
局

に
籠
山
、
石
川
、

太

田
、
山
岡
、
明
道
、
井
手
各
教
授

に
委
嘱
す

る
こ
と

に
な
る
。

ー
以
下
次
号
ー

昭
和
四
十
年

一
月
十
八
日

厚

生

大

臣

神
田

博
殿

北
海
道
知
事

町
村
金

五
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東
条
猛
猪

大
雪
山
国
立
公
園
に
お
け
る
黒
岳
に
お
け
る

黒
岳
及
び

ユ
コ
マ
ン
ベ
ツ
方
面
か
ら
の

ロ
ー
プ

ウ

エ
イ
又
は
リ

フ
ト

の
施
設
に
関
す
る
意
見
書

表
記
の
件

に
関

し
北
海
道
自
然
保
護
協
会
は

昭
和
四
十
年

一
月
十

一
日
理
事
会
を
開
催
し
、

席
上
関
係
官
庁
よ
り
申
請
施
設

に
つ
い
て
説
明

を
聞
き

ま
し
た
る
後
、
理
事
各
位
よ
り
種

々
質

問
討
議
致
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
右
施

設
の
実
施

に

つ
い
て
は
諸
種

の
点
に
お
い
て
深
甚
な
る
配

慮
の
必
要
不
可
欠

で
あ

る
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま

し
た
の
で
、

こ
れ
ら

の
点

に
つ
い
て
本
協
会

と

し
て
意
見
を
申
し
述

べ
、
十

二
分
な

る
御
配
慮

を
お
願

い
す

る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
層
雲
峡
よ
り
黒
岳
に
登
る
ロ
ー
プ

ウ

エ
イ

の
施
設
場
所
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
斜
面

は
冬
期
に
お
い
て
最
も
な
だ
れ

の
危
険

の
多

い

場
所
で
あ
り
ま
し
て
、
三
月
に
は
諸
所

に
な
だ

れ

の
跡
が
見
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
厳

冬
期

に

お
い
て
も
非
常
に
な
だ
れ
を
誘
発
し
易

い
場
所

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
所
は
非
常

に
熟
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ー
覧》
ノ
》

ワー

ー
く

》

Lン

ー

身
》

》

眠
}
ー》

ー》
ー》

-～

μ

～

ー

ー

札
幌
の
都
市
美
計
画

花

の
都
巴
里
は
、
偶
然
に
で
き
た
街

で
は

な

い
。

ま
た
、
土
木
技
術
者

の
頭
だ
け

で
で

き
た
街
で
も
な
か

つ
た
。
今
も
街
の
名

に
残

る
オ

ス
マ
ン
や
、
代

々
の
指
導
者
た
ち
が
中

心
に
な

つ
て
、
美

し
い
都
を

つ
く
り
上
げ
よ

う
と
、
努
力
し
て
き
た
か
ら

こ
そ
で
き
た
街

だ
。

マ
ロ
ニ
エ
の
大
木
が
う

つ
そ
う
と
繁

る

並
樹
街
を
歩

い
て
、
よ
く
も
自
然
美
と
都
会

と
を
調
和
さ
せ
た
も

の
だ
と
思

つ
た
も

の
だ

つ
た
。

よ
い
街
に
す
る
に
は
、
自
然
美
を
、

ど
う
し
た
ら
都
市
計
画
の
中
に
活

か
す
か
が

絶
対

に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

今
ま

で
の
札
幌
は
、
確

か
に
美
し

い
。
整

然
た
る
街
並
み
と
、
街
中

に
残
る

エ
ル
ム
の

こ
ず
え
と
、
緑

の
芝
生

は
日
本
中

の
人
ら
の

嘆
賞

の
的
で
あ

つ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
も

う
長

つ
づ
き

し
そ
う
も
な
く
な

つ
て
ぎ
そ

い

る
。
問
題
は
人
口

の
増
加
と
、
自
動
車
台
数

の
急
増
だ
。
整
然
と
し
て
い
た
街

に
、
車
を

た
く
さ
ん
流
す
か
ら
大
変
で
あ

る
。
碁
盤
目

の
よ
う
な
街
角
、
街
角
で
車

の
速
度
を
落
と

す
。
自
動
車

の
流
れ

は
停
滞

し
て
し
ま

つ
て

主
な
道
路

は
い
つ
ば

い
に
な
る
。
東
京

の
た

ど

つ
た
例

か
ら
考
え

る
と
、
札
幌
は
問
も
な

.

く
、
お
そ
く
は
急
速

に
、
ど
う

に
も
な
ら
な

い
街

に
な
り
そ
う
だ
。

そ
う
な
る
と
、
手

つ
と
り
早
く
す

る
た
め

.

に
、
す
ぐ
目
に

つ
け
ら
れ
る
の
が
並
樹
だ
。

ま
た
芝
生
だ
。
街

の
中
に
立

つ
て
い
る
風
流

な

エ
ル
ム
な
ど
は
、
ま
ず

は
都
市
計
画
屋
さ

ん

の
目

の
敵
で
あ

ろ
う
。
そ
う
し
て
建
物
と

山

田
'》

》

「、、
ノ

～》

「

秀

,(
ジ
》

ミ

7
～
7

三

車

の
い
つ
ば

い
の
道
路
だ
け
の
、
無
味
乾
燥

な
単
な
る
人
口
集
団

に
化
す

る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

札
幌

の
周
辺
に
は
円
山
公
園
や
藻
岩
山
な

ど
を
は
じ

め
、
美

し
い
自
然
が
ま
だ
残

つ
て

い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
だ
め
だ
。

特

に
要
心
し
た
い
の
は
、
都
心
に
あ

る
大
通

り
、
植
物
園
、
道
庁
、
知
事
公
邸
、
北
大
、

北

一
条
通
り
、
神
社
、
寺
院
、
あ
る
い
は
街

中
に
残

る

ニ
レ
の
木
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら

は
住

ん
で

い
る
人

に
と

つ
て
も
、

ま
た
訪
れ

る
旅
行
客
に
と
つ
て
も
、
美
し

い
札
幌
と
楽

し
ま
せ
て
く
れ

る
第

一
の
も

の
だ

か
ら
だ
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
管
理
者
は
違
う

の
だ
が

根
本
は
公
共

の
も

の
で
あ

る
。
美

し
い
札
幌

を

つ
く
り
上
げ

る
の
に
、
皆
が
加
勢
し
あ

い

協
力
し
あ
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
よ
う
だ
。

都
市
美
を
守
り
、

よ
り
美
し
く

つ
く
り
上

げ

る
仕

事
を
、
土
木
技
術
者
だ
け
に
ま
か
せ

て
は
だ
め
で
あ
る
。
都
市
美

の
た
め
の
皆

で

そ
れ
を
や
る
協
力
、
打

ち
合
わ
せ
の
場
を

つ

く
り
、

そ
こ
で
考

え
出
さ
れ
る
計
画
を
尊
重

し
な
が
ら
、
新
交
通
量
対
策
の
大
土
木
工
事

が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
と
何
年
か
経

つ
た
な
ら
、
豊
平
川
堤
防

創
成
川
筋
、
石
山
通
り
、
北
五
条
、
南

四
条

な
ど
が
地
上
地
下
三
、
四
階

の
交
通
幹
線

に

な
り
、
自
動
車
が
ビ

ユ
ン
ピ

ユ
ソ
と
走

つ
て

い
る
こ
と

に
も
な
ろ
う
。
し
か
し
、

一
歩
そ

の
道
を
離
れ
た
ら
、
街

々
に
は
美
し
い

ニ
レ

ノー

〆ー

〃ね

の
大
木
が
上
を
お
お

つ
て
繁

り
、

い
た
る
と

こ
ろ
に
緑

の
芝
生
が
拡
が
り
、

の
ど
か
に
歩

き
、
静
か
に
車
を
走
ら

せ
る
、
美
事
な
街

に

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

札
幌
は
、
日
本

一
の
美
し

い
都
会

に
な
る

恵
ま
れ
た
条
件

の
街

で
あ
る
。
幸

い
に
土
台

が

で
き
て
い
る
。

ま
た
街
中
に
大
工
場
が
あ

る
わ
け
で
も
な
い
。
住
ん
で
い
る
人
た
ち
も

品
が

い
い
。
あ
と
は
、
自

動
車
交
通
量

の
急

増

に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
な

い
よ
う

に
、
早
く
皆

で
プ
ラ

ソ
を
た
て
、
交
通
対
策
と
そ
れ
と
を

両
立
さ
れ

る
よ
う

に
努
力
す

る
こ
と
に
あ
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

北

一
条

の
並
木
を
伐
り
た
い
。
創
成
川
を

つ
ぶ
し
た
い
。
交
通
対
策
側

か
ら

い
え
ば
当

然

の
こ
と

で
あ

る
。
そ

の
話

し
を
伝
え
聞

い

て
、
あ
と

か
ら
そ
れ
は
困

る
、
や
め
て
く
れ

と
、
た
だ

い
つ
て
い
る
だ
け

で
は
結
局
お
し

流
さ
れ

て
し
ま
う
。

こ
れ

こ
れ
は
絶
対
守
ろ

う
。
こ
れ

こ
れ
は
も

つ
と
美
し
く
手
を
加
え

プ
ラ
ン

よ
う
と
、
全
体
的
な
都
市
美
計
画
を
つ
く
り

そ
れ
を
尊
重
し
、
ま
た
そ
れ
と
協
力
し
あ

つ

た
線

で
、
交

通
対
策
を

つ
く
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
最
高
の
権
威
を
も

つ
、
常
設
の
都
市
美
委
員
会

の
よ
う
な
も
の

を
ま
ず
設
け
、
日
本
列
島

の
北
の
花
と
し
て

大
札
幌
を

つ
く
り
上
げ

る
中
心
の
場
と
す

る

の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ほ
か

の
都
市
に
、
そ

の
例
が
な

い
と
い
う

人
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。

そ
う

い
つ
て
い

る
間

に
、
交
通
地
獄
が
美
し
い
札
幌
を
お
し

つ
ぶ
す
の
が
目
に
見
え
て

い
る
。
勇
敢

に
は

じ
め
る
べ
き
だ
。

や
が
て
ほ
か
の
都
市
も
手

遅
れ
な
が
ら
、

こ
れ

に
な
ら
う

こ
と
に
な

る

だ

ろ
う
。

(北
海
道
曹
達
株
式
会
社
)
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北海道の自然公園現況表

、

'

》

、

し

、

、
ノ

、
-
冒
コ
由
=

、
'

瓢

、
ノ

、

面 積 伽)

87,498

231,929

98,660

41,375

459,462

9,469

37,412

19,338

33,987

100,206

28,319

35,450

18,166

17,013

2,657

40,901

16,401

1,080

159,987

719,655

称名

園公

〃

〃

〃

立

爺

国

山

洞

床

計

寒

雪

笏

阿

大

支

知

定

樽

園

小

公

醐
走
謹

計

セ

礼

大

網

二

利

し
公 圃園

〃

海岸 〃

i候 補 地

、
♪
=
=
.
》

》

「

〉

》

》

練
し
た
登
山
者
で
も
そ

の
登
行

に
極
め
て
慎
重

を
要
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、

ま
し
て
ス

キ
ー
に
さ
い
し
て
は
最
も
好
条
件

の
と
き

に
お

い
て
の
み
可
能
で
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

従

つ
て
こ
こ
に

一
般

ス
キ
ー
ヤ
ー
の
た
め
の
施

設
を
設
け
る
と

い
う

こ
と
は
、
た
だ
惨
事
を
期

待
す
る
の
み
と
い
う
も
過

言
で
は
な
い
と
存
じ

ま
す
。

ま
た
夏
季
黒
岳
頂
上
附
近
、

こ
と
に

ロ
ー
.フ

ウ

エ
イ
の
設
置

予
定
地
は
非
常

に
多
数

の
各
種

の
高
山
植
物

の
群
落
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り

ま
し
て
、
そ

の
植
物

の
種
類
が
百
以
上
に
の
ぼ

る

こ
と
、
ま
た
各
種

の
群
落

の
大
き
い
ご
と
に

お

い
て
高
山
植
物

で
有
名
な
大
雪
山
中

で
も

一

二
を
争
う
希
有

な
貴
重
な
箇
所
で
あ

り
ま
す
。

従

つ
て
ロ
ー
プ
ゥ

ニ
イ
が
設
げ
ら
れ
て
多
数
の

遊
覧
客
が
登
山
致
し
ま
す
と
、

こ
れ
ら

の
高
山

植
物

の
被
害
は
甚
大
な
る
も

の
が
あ

ろ
う
と
存

じ
ま
す
。
そ
れ
を
防
止
す

る
た
め
に
は
事
前
に

境
界
を
明
確

に
し
、
歩
道
を
確
定

し
み
だ
り
に

立
入
る
こ
と
を
禁
止
し
、
従
来
極
端

に
不
足
で

あ

つ
た
指
導
者
、
又
は
監
視
人
を
多
数
配
備
す

る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
便
所
、
休
憩
所
、
ご
み
す

て
施
設
な
ど

'襟 裳 道 立 自 然 公 園

、 富良野芦別

厚 岸
'

檜 山

恵 山

暑 寒 別

野 付風蓮

天売 焼尻
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遊
覧
者

の
数
に
見
合
う
だ
け

の
充
分
な
設
備
が

な
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
で
さ
え

夏

の
黒
岳
小
屋
の
混
雑

と
乱
雑
と
は
甚
だ
し
い

も
の
が
あ
る

の
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
れ
が

一

層
激
化
さ
れ
ま
す
と
、
お
そ
ら
く
目
を
蔽
う
よ

う
な
状
態

に
な
る
こ
と
が
気
づ
か
わ
れ
ま
す
。

し
か
も

こ
れ
ら
の
設
備
は

ロ
ー
プ

ウ

エ
イ
な
ど

の
施
設
が

一
般

に
利
用
さ
れ
る
以
前

に
、
す

で

に
設
け
ら
れ
る
以
前

に
甚
大
な
る
被
害
が
生
ず

る

こ
と
と
な
り
、
あ
た
ら
貴
重
な
自
然
景
観
と

植
物
と
を
失
う
お
そ
れ
の
あ

る
こ
と
は
、

こ
れ

ま
で
の
国
立
公
園
内

の
多
く

の
被
害
状
況
が
実

証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
従

つ
て

官

ー
プ
ウ

エ
イ
工
事
着
手
の
こ
れ
は
前
提
条
件
と

な
る
べ
き
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
黒
岳
よ
り
旭
岳
に
到
る
登
山
路
ぞ

い
も

植
物
群
落

の
貴
重
な
区
域

で
あ
り
ま
す
が
、
黒

岳
に

ロ
ー
プ
ウ

エ
イ
が
で
き
、

ユ
コ
マ
ソ
ベ

ツ

側
に
も
登
山
施
設
が
設
け
ら
れ
て
遊
覧
者
が
多

数
気
楽

に
こ
の
細

い
道
を
通
ず

る
こ
と

に
な
り

ま
す
と
、

こ
れ
ら

の
貴
重
な
植
物
群
落
に
大
き

な
被
害

の
生
じ
る
こ
と
は
必
至
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

ユ
コ
マ
ソ
ベ
ッ
側
は
冬
期

の
な
だ
れ

の
心
配

は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
北
海
道
が
北

に
位

置

し
て
い
る
関
係
上
、

ユ
コ
マ
ソ
ベ
ツ
側

の
ロ

ー
プ

ウ

エ
イ
の
終
点
地
帯

は
、
本
州

の
三
千
メ

ー
ト
ル
級

の
高
所

の
気
象
条
件
と
な
り
ま
す
ゆ

え
、

ロ
ー
プ

ウ

エ
イ

の
施
設
を
気
軽

に
利
用
し

て
軽
装

に
て
不
用
意

に
登
り
ま
す
と
き
は
、

ま

た
不
測

の
事
態
を
お

こ
す
お
そ
れ
が
非
常
に
多

く
、

こ
の
点
も
十

二
分

の
警
戒
を
要
す

る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ

た
通
り
種

々
憂
慮
す

べ
き
事

態
が
あ
り
ま
す
が
、
何
と
申

し
て
も
黒
岳

の
な

だ
れ
は
最
も
危
険
に
し
て
充
分
に
予
知

し
得
な

い
も

の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
同
所

の
冬
期

の
施

設
利
用
は
ま
ず
不
可
能

で
あ
る
と
い
う

こ
と
、

及
び
ま
た
と
く

に
黒
岳
頂
上
附
近

の
高
山
植
物

の
保
存
が
非
常

に
困
難

で
あ
る
と
い
う

こ
と
は

こ
れ
を

い
か
に
強
調
し
て
も
強
調
し
す
ぎ

る
と

い
う

こ
と
が
な

い
ほ
ど

で
あ
り
ま
す
。

以
上
当
協
会
と
し
て
の
申
し
入
れ
事
項
に

つ

き
ま
し
て
は
充
分
慎
重
な
御
考
慮
を

い
た
だ
き

た
く
、
も
し
本
件
を
御
許
可

に
な
り
ま
す
に

つ

い
て
は
条
件
を
極
め
て
厳
重

に
し
て
、
か

つ
こ

れ
を
確
実

に
事
前

に
実
行

せ
し
め
る
よ
う
御
配

慮
を

い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
。
な
お
本
協
会

と
し
ま
し
て
は
、
具
体
案

の
樹
立
な
ど
こ
し
問

を
い
た
だ
け
ば
、

で
き
得

る
限
り
の
努
力
を
致

す
用
意
が
あ

る
こ
と
を
申

し
そ
え
ま
す
。
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昭
和
四
十
年
二
月
八
日

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

東
条
猛
猪
殿

北
海
道
知
事

町
村
金
五

大
雪
山
国
立
公
園
に
お
け
る
黒
岳
お
よ
び
湧

駒
別
方
面
か
ら
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
叉
は
リ
フ
ト

の
施
設
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

自
然
公
園
内
に
お
け
る
自
然
保
護
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
素
格
別
な
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ

て
昭
和

四
十
年

一
月
十
八
日
づ
け
で
貴
協

会
よ
り
提
出
あ
り
ま
し
た
意
見
書
に
つ
き
ま
し

て
は
、
慎
重
に
検
討

い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、

ご
指
摘
あ
り
ま
し
た
問
題
点

に
つ
い
て
、
下
記

の
と
お
り
処
理
い
た
し
た
い
と
考
え
ま
す

の
で

よ
ろ
し
く
ご
了
承

い
た
だ
き

た
く
、

こ
こ
に
回

答

い
た
し
ま
す
。

一

『巳一言ロ

一
、
黒
岳

に
ロ
ー
プ
ウ

エ
イ
を
新
設
し
よ
う
と

す

る
申
請

に
つ
い
て
は
、
公
園
計
画
上
支
障
が

な
い
の
で
、
認
可
さ
れ

る
よ
う
厚
生
省

へ
進
達

中

で
あ
る
が
、
そ
の

ス
キ
ー
施
設
設
置

に
関
し

て
は
、

な
だ
れ

の
危
険
が
あ
る
の
で
今
後
慎
重

に
調
査
検
討
し
、

全
く
な
だ
れ
の
危
険
性

の
な

い
箇
所
に
設
置
す
る
こ
と
と
す

る
。
な
お
、
適

当
な
箇
所
が
な

い
場
合

は
厚
生
省
と
連
絡

の
上

ロ
ー
プ
ウ

エ
イ

の
冬
期
運
行
を
中
止
す
る
。

二
、
高
山
植
物

の
保
護

に
つ
い
て
は
登
山
歩
道

の
整
備
や
監
視
員
の
配
備
等

が
必
要
で
あ
り
、

ま
た
軽
装
登
山

に
よ
る
遭
難
予
防

に
つ
い
て
は

登
山
知
識

お
よ
び
山
岳
気
象
情
報

の
周
知
徹
底

や
指
導
標
の
完
備
、
山
岳
パ
ト

ロ
ー
ル
配
備
等

が
必
要
で
あ

る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
具
体

案
に
つ
い
て
は
貴
協
会

の
ご
協
力
を

い
た
だ
き

厚
生
省
と
も
連
絡
の
う
え
、
遺

憾
の
な

い
よ
う

検
討
善
処
す

る
。

(転
載
公
文
書
、
原
文
ど
お
り
)
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